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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部からの信号に応じて画像信号、第１及び第２タイミング信号、クロック発生制御信
号を出力するタイミング制御部と、
　前記クロック発生制御信号に応答して同位相における極性が反転された第１及び第２ク
ロックを発生し、前記第１及び第２クロックを制御して第１区間の間のゲート駆動信号の
電圧レベルを決定し、第２区間の間前記第１及び第２クロックが充電または放電するよう
に制御するクロック発生部と、
　前記第１タイミング信号、前記第１及び第２クロックに応答して順次に前記ゲート駆動
信号を出力するゲート駆動部と、
　前記第２タイミング信号に応答して前記画像信号を出力するデータ駆動部と、
　前記画像信号の提供を受ける複数のデータラインと、前記ゲート駆動信号の提供を受け
る複数のゲートラインと、前記データラインとゲートラインに連結され前記ゲート駆動信
号に応答して前記画像信号を出力するスイッチング素子とを有する液晶パネルと、
を含み、
　前記クロック発生制御信号は、
　前記第１及び第２クロックが反復的にハイ区間を有するように制御するゲートクロック
信号ＣＰＶと、
　前記ゲート駆動部から連続して出力されるゲート駆動信号が互いに異なる位相を有する
ように制御するイネーブル信号ＯＥと、
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　前記第１及び第２クロック信号を充電または放電させる充電/放電制御信号ＣＨＣと、
を含み、
　前記クロック発生部は、
　前記ゲートクロック信号ＣＰＶ及び前記イネーブル信号ＯＥに応じて、所定電圧を有す
る前記第１及び第２クロック信号を出力する電圧印加回路と、
　前記ゲートクロック信号ＣＰＶ及び前記充電/放電制御信号ＣＨＣに応じて、前記電圧
印加回路からの前記第１及び第２クロック信号の出力が停止されるとき、前記第１及び第
２クロック信号を充放電する充放電回路とを有し、
　前記第２区間には、前記充放電回路により前記第１及び第２クロック信号の出力経路を
短絡して前記第１及び第２クロック信号を充放電する第４区間が含まれ、
　前記第１区間には、
　　前記充放電回路によって前記第１及び第２クロック信号の出力経路の短絡が切断され
て分離され、かつ、前記電圧印加回路から第１電源電圧Ｖｏｎ及び第２電源電圧Ｖｏｆｆ
を有する前記第１及び第２クロック信号を出力する第３区間と、
　　前記第３区間及び前記第４区間の間の区間であり、前記充放電回路によって前記第１
及び第２クロック信号の出力経路の短絡が切断されて分離され、かつ、前記電圧印加回路
からの前記第１及び第２クロック信号の出力が停止される第５区間と、が含まれ、
　前記第１クロックは前記第１区間で前記第１電源電圧Ｖｏｎを保持し、前記第２区間で
第１極性を有し、
　前記第２クロックは前記第１区間で前記第１電源電圧Ｖｏｎと極性が反転した前記第２
電源電圧Ｖｏｆｆを保持し、前記第２区間で前記第１極性と極性が反転した第２極性を有
し、前記第１クロック及び第２クロックは、傾きを有し、
　偶数番目のゲート駆動信号は前記第２クロックに応答し、奇数番目のゲート駆動信号は
前記第１クロックに応答することで、前記ゲート駆動信号は前記第１電源電圧Ｖｏｎ及び
第２電源電圧Ｖｏｆｆに対応した信号として生成され、
　前記第２区間において、前記充放電回路により前記第１及び第２クロック信号が充放電
され、前記奇数番目のゲート駆動信号が前記第２電源電圧ＶｏｆｆからΔＶだけ充電され
て第１電圧となるまでは、前記偶数番目のゲート駆動信号は前記第１電源電圧Ｖｏｎから
前記ΔＶだけ放電されるとともに、前記奇数番目のゲート駆動信号が前記第１電圧となる
と前記偶数番目のゲート駆動信号は前記第２電源電圧Ｖｏｆｆまで放電されることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記クロック発生部は、
　前記第１タイミング信号の入力を受け、前記ＯＥ信号に同期し、第１端を通じて第１ク
ロックイネーブル信号ＯＣＳを出力し第２端を通じて第２クロックイネーブル信号ＥＣＳ
を出力するＤ－フリップ・フロップをさらに有し、
　前記電圧印加回路は、
　前記ＣＰＶ信号、ＯＥ信号及びＯＣＳ信号に応答して前記第１区間の間一定電圧を保持
する前記第１クロックを出力する第１電圧印加回路と、
　前記ＣＰＶ信号、ＯＥ信号及びＥＣＳ信号に応答して前記第１区間の間一定電圧を保持
する前記第２クロックを出力する第２電圧印加回路と、を有し、
　前記充放電回路は、前記ゲートクロック信号ＣＰＶ及び前記充電/放電制御信号ＣＨＣ
に応じて、前記第１及び第２電圧印加回路からの前記第１及び第２クロック信号の出力が
停止されるとき、前記第１及び第２クロック信号を充放電することを特徴とする請求項１
記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１電圧印加回路は、
　前記ＯＣＳ信号のハイ区間に応答して前記第１クロックに第１電源電圧を出力するため
の第１電源電圧供給部と、
　前記ＯＣＳ信号のロー区間に応じて前記第１クロックに第２電源電圧を出力するための



(3) JP 5232956 B2 2013.7.10

10

20

30

40

50

第２電源電圧供給部と、を含むことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第２電圧印加回路は、
　前記ＥＣＳ信号のハイ区間に応じて前記第２クロックに第１電源電圧を出力するための
第１電源電圧供給部と、
　前記ＥＣＳ信号のロー区間に応じて前記第２クロックに第２電源電圧を出力するための
第２電源電圧供給部と、を含むことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記充放電回路は、
　前記第２クロックの放電の際、前記第１クロックを充電し、前記第１クロックの放電の
際前記第２クロックを充電するクロック充電部と、
　前記第１及び第２クロック電圧回路のターンオフの際、前記ＣＰＶ信号とＣＨＣ信号に
応答して前記クロック充電部をオン/オフさせ、前記クロック充電部の動作時間を制御す
る充電制御部と、
を含むことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、さらに詳細には改善された表示特性を有する液晶表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置は、それぞれの内面に形成された電極を有する２つの基板と２つ
の基板の間に介在された液晶層を含む。このような液晶表示装置は、電極に電圧を印加し
て液晶分子配列を変換させ、液晶層を通じて透過された光の量を調節することによって所
望する画像を得る。
【０００３】
　現在、ＴＦＴ－ＬＣＤが液晶表示装置の最も一般的な形態である。電極は２つの基板上
にそれぞれ形成され、薄膜トランジスタは各電極に提供された電源をスイッチングするた
めに使用される。薄膜トランジスタは２つの基板のうちいずれか一つに形成される。一般
的に、薄膜トランジスタが単位画素領域に形成された液晶表示装置はアモルファスシリコ
ンａ－Ｓｉ液晶表示装置と、ポリシリコン（ｐｏｌｙ－Ｓｉ）液晶表示装置と、で区分さ
れる。
【０００４】
　ポリシリコン液晶表示装置は素子動作を高速化することができ、素子の低電力駆動が可
能な長所がある反面、薄膜トランジスタ製造工程が複雑な短所がある。従って、ポリシリ
コンｐｏｌｙ－ｓｉ液晶表示装置は、小型表示装置に主に適用され、ａ－ｓｉ液晶表示装
置は主なノートブックＰＣ、ＬＣＤモニター、ＨＤＴＶなどの大きい画面表示装置に適用
される。
【０００５】
　最近には、ａ－ｓｉ液晶表示装置でもポリシリコン液晶表示装置のように液晶表示パネ
ルのガラス基板上にデータ駆動回路及びゲート駆動回路を形成することで組立工程の数を
減少させようとする技術開発に力を注いでいる。
【０００６】
　一方、使用者の要求に応じて液晶表示装置は漸次大型サイズを有し、高解像度を追求す
る方向に開発されつつある。このような問題を解決するためにはある所定時間内にさらに
多くの信号線を動作させる技術が要求される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　従って、本発明の第１目的は、高速動作を可能にする液晶表示装置を提供することにあ
る。
　本発明の第２目的は、ゲート駆動信号の遅延を防止することができる液晶表示装置を提
供することにある。
【０００８】
　本発明の第３目的は、リダンダンシーｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ機能を有しゲート駆動信号
の遅延を防止することができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した目的を達成するための本発明の第１目的による液晶表示装置は、外部からの信
号に応答して画像信号、第１及び第２タイミング信号、クロック発生制御信号を出力する
タイミング制御部と、前記クロック発生制御信号に応答して互いに反転された位相を有す
る第１及び第２クロックを発生し、前記第１及び第２クロックを制御し第１区間の間ゲー
ト駆動信号の電圧レベルを決定し、第２区間の間前記第１及び第２クロックが充電または
放電するように制御するクロック発生部と、前記第１タイミング信号、前記第１及び第２
クロックに応答して順次に前記ゲート駆動信号を出力するゲート駆動部と、前記第２タイ
ミング信号に応答して前記画像信号を出力するデータ駆動部と、前記画像信号の提供を受
ける複数のデータライン、前記ゲート駆動信号の提供を受ける複数のゲートライン、及び
前記データラインとゲートラインに連結され前記ゲート駆動信号に応答して前記画像信号
を出力するスイッチング素子を有する液晶パネルと、を含む。
【００１０】
　また、本発明の第２目的による液晶表示装置は、第１方向に延長される複数のゲートラ
イン、前記第１方向と直交する第２方向に延長される複数のデータライン、第１電極が前
記ゲートラインに連結され第２電極が前記データラインに連結されるスイッチング素子、
及び前記スイッチング素子の第３電極に連結された画素電極を有する液晶パネルと、前記
ゲートラインの第１端部に連結され前記複数のゲートラインに順次にゲート駆動信号を印
加するためのゲート駆動部と、前記データラインに連結され前記データラインにデータ駆
動信号を印加するためのデータ駆動部と、次のゲートラインに印加される第１ゲート駆動
信号に応答して現在ゲートラインに印加された第２ゲート駆動信号を放電させるための放
電部と、を含む。
【００１１】
　また、本発明の第３目的による液晶表示装置は、第１方向に延長された複数のゲートラ
イン、前記第１方向と直交する第２方向に延長された複数のデータライン、第１電極が前
記ゲートラインに連結され第２電極が前記データラインに連結されるスイッチング素子、
及び前記スイッチング素子の第３電極に連結された画素電極を有する液晶パネルと、前記
ゲートラインの第１端部に連結され前記ゲートラインに順次にゲート駆動信号を印加する
ための第１ゲート駆動部と、前記第１ゲート駆動部の誤動作の際駆動され、前記ゲートラ
インの第２端部に連結され前記ゲートラインに順次に前記ゲート駆動信号を印加するため
の第２ゲート駆動部と、前記データラインに連結され前記データラインにデータ信号を印
加するためのデータ駆動部と、前記第１ゲート駆動部の動作の際、次のゲートラインに印
加される第１ゲート駆動信号に応答して現在のゲートラインに印加された第２ゲート駆動
信号を放電させるための第１放電部と、前記第２ゲート駆動部の動作の際前記第２ゲート
駆動信号によって駆動され前記第２ゲート駆動信号を放電させるための第２放電部と、を
含む。
【００１２】
　このような液晶表示装置によると、ゲート駆動信号のレベルを決定する第１区間と、第
１及び第２クロック信号を充放電する第２区間とを有する第１及び第２クロックによって
、液晶表示装置の高速動作を具現することができる。
【００１３】
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　また、ゲートラインの一端に放電トランジスタを形成し、次のステージが動作される以
前に現在のステージを放電させることで液晶表示装置のゲート駆動信号の遅延を防止する
ことができる。
【００１４】
　また、ゲートラインの一端には第１ゲート駆動部が配置されゲートの他端には第１ゲー
ト駆動部が誤動作を起こすとき動作されゲートラインを駆動する第２ゲート駆動部を配置
することによって液晶表示装置が正常的に駆動することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の望ましい一実施形態をより詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施形態による液晶表示装置を示すブロック図である。
　図１に示すように、液晶表示装置４００はゲート駆動部１１０とデータ駆動部１２０が
形成された液晶パネル１００、外部から信号に応答して液晶パネル１００を制御するタイ
ミング制御部２００、及びゲート駆動部１１０に提供される第１及び第２クロックＣＫＶ
、ＣＫＶＢを発生するクロック発生部３００を含む。
【００１６】
　タイミング制御部２００は各種タイミング信号を発生してゲート駆動部１１０とデータ
駆動部１２０を制御する。即ち、外部から提供される水平同期信号であるＨｓｙｎｃ（Ｈ
ｏｒｉｚｏｎｔａｌ　　　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚｅｒ）信号に同期されデータ駆動部で画
像データ信号をアナログ値に変換してアナログ値であるデータ信号をデータラインに印加
することを命令する水平開始信号であるＳＴＨ（ｓｔａｒｔ　Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ）信
号をデータ駆動部に出力する。また、垂直同期信号であるＶｓｙｎｃ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ
　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚｅｒ）信号に同期され第１垂直開始信号であるＳＴＶ（Ｓｔａｒ
ｔ　ｖｅｒｔｉｃａｌ）信号をクロック発生部に出力する。
【００１７】
　タイミング制御部２００は、ゲート駆動信号の周期を決定するゲートクロック信号であ
るＣＰＶ（Ｃｌｏｃｋ　Ｐｕｌｓｅ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ）信号、ゲート駆動信号をイネー
ブルさせるゲートオンイネーブル信号であるＯＥ（Ｏｕｔｐｕｔ　Ｅｎａｂｌｅ）信号、
第１及び第２クロックの充放電を制御する充放電制御信号であるＣＨＣ信号をクロック発
生部に出力する。
【００１８】
　一方、液晶パネル１００は第１方向に延長された複数のゲートラインＧ１～Ｇｎ、第１
方向と直交する第２方向に延長された複数のデータラインＤ１～Ｄｍ、ゲートラインとデ
ータラインＤ１～Ｄｍに連結されたＴＦＴ１３０、及びＴＦＴ１３０に連結された画素デ
ータ１４０で構成される。
【００１９】
　また、液晶パネル１００にはゲートラインＧ１～Ｇｎに順次に駆動信号を印加するため
のゲート駆動部１１０と、データラインＤ１～Ｄｍにデータ信号を印加するためのデータ
駆動部１２０が具備される。具体的に、液晶パネルは、ＴＦＴ基板、カラーフィルター基
板(図示せず)、ＴＦＴ基板とカラーフィルター基板との間に形成された液晶層(図示せず)
で構成され、ゲートラインＧ１～Ｇｎ、データラインＤ１～Ｄｍ、ＴＦＴ１３０及び画素
電極１４０はＴＦＴ基板上に形成される。
【００２０】
　データ駆動部１２０はＳＴＨ信号に応答して液晶パネル１００の各画素に印加されるデ
ータ信号を生成する。ここで、データ信号は各画素を充電させるための充電電圧である。
　ゲート駆動部１１０は複数のステージが従属的に連結された一つのシフトレジストから
なり、各ゲートラインは各ステージの出力端子と結合される。従って、各ステージが順次
に駆動されながらゲートラインＧ１～Ｇｎに順次にゲート駆動信号を出力する。即ち、ゲ
ート駆動部１１０は、第１垂直開始信号ＳＴＶと反対の位相を有する第２垂直開始信号Ｓ
ＴＶＢ信号に応答してゲートラインＧ１～Ｇｎに順次にハイレベル区間を有するゲート駆
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動信号を印加してデータ信号が各画素に印加されることを制御する。ここで、ゲート信号
はゲートラインＧ１～Ｇｎに連結されているＴＦＴ１３０を駆動するのに十分な電圧レベ
ルを有する。ＴＦＴ１３０がゲート信号によって駆動されると、データ信号はＴＦＴ１３
０を通じて画素電極１４０に印加され液晶層を充電させる。
【００２１】
　クロック発生部３００はタイミング制御部２００から提供されるＣＰＶ信号及びＯＥ信
号に応答して互いに反転された位相を有する第１及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢを出
力する。ここで、第１クロックＣＫＶはゲート駆動部１１０の奇数番目のステージに提供
され、第２クロックＣＫＶＢはゲート駆動部１１０の偶数番目のステージに提供される。
【００２２】
　このようなクロック発生部３００は、ＣＰＶ信号、イネーブルＯＥ信号及び第１垂直開
始信号であるＳＴＶ信号に応答して第１及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢがゲート駆動
信号を決定する一定電圧を有するように発生させる第１及び第２電圧印加回路(図示せず)
と、ゲートクロック信号であるＣＰＶ信号と充放電信号であるＣＨＣ信号に応答して第１
及び第２クロックが互いに充放電することができるように制御する充放電回路(図示せず)
と、を含む。また、クロック発生部３００は、第１垂直開始信号であるＳＴＶ信号をゲー
ト駆動部１１０からゲートラインＧ１～Ｇｎに順次に印加するために、順次にゲート駆動
信号を出力することを命令する第２垂直開始信号であるＳＴＶＢ信号をゲート駆動部１１
０に出力する。
【００２３】
　従って、第１クロックＣＫＶと第２クロックＣＫＶＢは第１区間では一定電圧を保持し
、第２区間では互いに充放電する。これにより、第１及び第２クロックによってゲート駆
動信号のパルス幅が減少され高速動作を可能にする。
【００２４】
　また、このような構造は第１及び第２クロックを発生させるためにクロック発生部３０
０に提供される別途の制御信号を使用せず、既存のタイミング制御部２００から出力され
るＣＰＶ信号とＯＥ信号をそのまま使用することができる。
【００２５】
　図２は図１に示されたクロック発生部のブロック図であり、図３は図２に示された入力
信号のタイミング図である。
　図２に示すように、クロック発生部３００は、第１クロックイネーブル信号であるＯＣ
Ｓ（Ｏｄｄ　Ｃｌｏｃｋ　Ｐｕｌｓｅ）信号と第２クロックイネーブル信号であるＥＣＳ
（Ｅｖｅｎ　Ｃｌｏｃｋ　Ｐｕｌｓｅ）信号を出力するためのＤ－フリップ・フロップ３
１０、ＯＣＳ信号に応答して第１クロックＣＫＶを出力するための第１電圧印加回路３２
０、ＥＣＳ信号に応答して第２クロックＣＫＶＢを出力するための第２電圧印加回路３３
０、及び第１クロックＣＫＶ及び第２クロックＣＫＶＢを互いに充放電（充電共有）させ
るための充放電回路３４０を含む。
【００２６】
　具体的に、Ｄ－フリップ・フロップ３１０はＳＴＶ信号の入力を受け、ＯＥ信号に同期
し、第１端ＱＢを通じてＥＣＳ信号を出力し第２端Ｑを通じてＯＣＳ信号を出力する。こ
こで、ＯＥ信号はゲート波形の遅延現象分だけゲート駆動部１１０の出力を抑制させる役
割を遂行する。即ち、ＯＥ信号はゲート波形が遅延される時間の間ハイ状態を有し発生さ
れる１Ｈ周期のパルスである。
【００２７】
　第１電圧印加回路３２０は、ゲートクロック信号であるＣＰＶ信号、イネーブル信号で
あるＯＥ信号及びＯＣＳ信号に応答して第１区間の間一定電圧を保持する第１クロックイ
ネーブル信号であるＣＫＶを出力する。また、第２電圧印加回路３３０は、ＣＰＶ信号、
ＯＥ信号及びＥＣＳ信号に応答して第１区間の間一定電圧を保持する第２クロックＣＫＶ
Ｂを出力する。充放電回路３４０はＣＰＶ信号の入力を受け、第１及び第２電圧印加回路
のターンオフの際、駆動され第１及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢを充放電させる。
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【００２８】
　図３に示されたように、ＣＰＶ信号は１Ｈ周期に発生され、ＯＥ信号がゲート波形遅延
時間の間一定デューティ期間のハイ状態を有するように１Ｈ周期に発生される。
　このとき、ＣＰＶ信号がハイ状態でありＯＥ信号のロー状態のとき定義される第３区間
ｔ３では第１及び第２電圧印加回路３２０、３３０が駆動され、ＣＰＶ信号がロー状態で
あり、ＯＥ信号がロー状態であるかハイ状態であるとき定義される第４区間ｔ４では充放
電回路３４０が駆動される。第３及び第４区間ｔ３、ｔ４の間には第１及び第２電圧印加
回路３２０、３３０と充放電回路３４０が全部駆動されない第５区間ｔ５が備えられる。
即ち、第５区間ｔ５はＣＰＶ信号がロー状態でありＯＥ信号がロー状態である区間として
定義され、充放電回路３４０の駆動時間を遅延させ形成される第４区間ｔ４の前段に定義
される。
【００２９】
　充放電回路３４０の駆動時間の遅延については以後充放電回路３４０の回路図を説明す
るとき詳細に見てみる。
　以下、図面を参照してクロック発生部３００の内部を構成回路について具体的に説明す
る。
【００３０】
　図４は図２に示されたＤ－フリップ・フロップの回路図であり、図５は図４に示された
Ｄ－フリップ・フロップのタイミング図である。
　図４及び図５に示すように、第１垂直開始信号ＳＴＶと反転の位相を有する第２垂直開
始信号ＳＴＶＢ信号に応答してＤ－フリップ・フロップ３１０がクリアーされ、Ｄ－フリ
ップ・フロップ３１０の第１端子ＱＢから出力される第２クロックイネーブル信号ＥＣＳ
はハイレベルになる。即ち、Ｄ－フリップ・フロップ３１０は、第１垂直開始信号である
ＳＴＶ信号を受信し、クロック端子ＣＬＫに入力されるＯＥ信号に同期して２Ｈを１周期
にとして第１クロックイネーブル信号ＯＣＳ及び第２クロックイネーブル信号ＥＣＳをを
それぞれ出力する。このとき、第１クロックイネーブル信号ＯＣＳは、ゲート駆動部の奇
数番目のステージに提供される第１クロックＣＫＶを出力する第１電圧印加回路３２０を
イネーブルさせる。また、第１クロックイネーブル信号ＥＣＳは、ゲート駆動部の偶数番
目のステージに提供される第２クロックＣＫＶＢを出力する第２電圧印加回路３３０をイ
ネーブルさせる。
【００３１】
　図６ではＣＰＶ、ＯＥ及びＯＣＳによって第１クロックＣＫＶを発生する第１電圧印加
回路３２０を説明し、図６では、ＣＰＶ、ＯＥ及びＥＣＳによって第２クロックＣＫＶＢ
を発生する第２電圧印加回路３３０を説明する。
【００３２】
　図６は図２に示された第１電圧印加回路の回路図であり、図７は図２に示された第２電
圧印加回路の回路図である。
　図６に示すように、第１電圧印加回路３２０は、ハイレベルの前記ＯＣＳ信号に応答し
て前記第１クロックＣＫＶに第１電源電圧Ｖｏｎを出力するための第１電源電圧供給部３
２１と、ローレベルのＯＣＳ信号に応答して前記第１クロックＣＫＶに第２電源電圧Ｖｏ
ｆｆを出力するための第２電源電圧供給部３２３を含む。
【００３３】
　第１電源電圧供給部３２１はオン電圧発生部３２１ａとオン電圧発生部３２１ａの駆動
を制御する第１制御部３２１ｂで構成される。
　第１制御部３２１ｂは、第トランジスタＴ１、第トランジスタＴ２、第１抵抗Ｒ１及び
第２抵抗Ｒ２で構成される。
【００３４】
　具体的に、第１トランジスタＴ１はエミッター端がＯＥ信号入力端子に連結されコレク
タ端が第２トランジスタＴ２のエミッター端に連結される。第１抵抗Ｒ１は第１トランジ
スタＴ１のベース端とＯＣＳ信号入力端子との間に連結される。また、第２トランジスタ
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Ｔ２はコレクタ端がオン電圧発生部３２１ａに連結される。第２抵抗Ｒ２は第２トランジ
スタＴ２のベース端とＣＰＶ信号入力端子との間に連結される。
【００３５】
　従って、第１トランジスタＴ１はＯＣＳ信号とＯＥ信号との電圧差によって動作され、
第２トランジスタＴ２は第１トランジスタＴ１が駆動されることによって印加されるＯＥ
信号とＣＰＶ信号との電圧差によって駆動されることでオン電圧発生部３２１ａの動作を
制御する。
【００３６】
　一方、オン電圧発生部３２１ａは第３トランジスタＴ３、第３ないし第５抵抗Ｒ３～Ｒ
５からなる。
　具体的に、第３トランジスタＴ３はエミッター端が第１電源電圧に連結され、コレクタ
端が出力端ＣＫＶに連結される。また、第３抵抗Ｒ３は第３トランジスタＴ３のエミッタ
ー端と第３トランジスタＴ３のベース端との間に連結され、第４及び第５抵抗Ｒ４、Ｒ５
は第３トランジスタＴ３のベース端と第２トランジスタＴ２のコレクタ端との間で直列連
結される。
【００３７】
　従って、第３トランジスタＴ３は、第１クロック信号ＣＫＶを出力する。
　第２電源電圧供給部３２３はオフ電圧発生部３２３ａと、オフ電圧発生部３２３ａを制
御する第２制御部３２３ｂを有する。
【００３８】
　第２制御部３２３ｂは第４及び第５トランジスタＴ４、Ｔ５、第６ないし第１１抵抗Ｒ
６～Ｒ１１で構成される。
　具体的に、第４トランジスタＴ４はエミッター端がＣＰＶ信号入力端子に連結されコレ
クタ端が第５トランジスタＴ５に連結される。また、第６抵抗Ｒ６は第４トランジスタＴ
４のエミッター端とベース端との間に連結され、第７及び第８抵抗Ｒ７、Ｒ８は第４トラ
ンジスタＴ４のベース端とＯＥ信号入力端子との間に直列連結される。一方、第５トラン
ジスタＴ５はコレクタ端がオフ電圧発生部３２３ａに連結される。第９抵抗Ｒ９は第５ト
ランジスタＴ５のエミッター端とベース端との間に連結され、第１０及び第１１抵抗Ｒ１
０、Ｒ１１は第５トランジスタＴ５のベース端とＯＣＳ信号入力端子との間で直列連結さ
れる。
【００３９】
　第４トランジスタＴ４は、ＣＰＶ信号とＯＥ信号の電圧差によって駆動されＣＰＶ信号
を出力し出力された信号とＯＣＳ信号の電圧差によって第５トランジスタＴ５が駆動され
ＣＰＶ信号を出力する。このとき、出力されたＣＰＶ信号がオフ電圧発生部３２３ａに提
供される。
【００４０】
　一方、オフ電圧発生部３２３ａは第６トランジスタＴ６、第１２ないし第１４抵抗Ｒ１
２～Ｒ１４からなる。
　具体的に、第６トランジスタＴ６はエミッター端が第２電源電圧に連結されコレクタ端
が出力端ＣＫＶに連結される。また、第１２抵抗Ｒ１２は第５トランジスタＴ５のエミッ
ター端と第１３及び第１４抵抗Ｒ１３、Ｒ１４の第１端に並列連結され、第１３抵抗Ｒ１
３の第２端は第６トランジスタＴ６のエミッター端に連結され第１４抵抗Ｒ１４の第２端
は第６トランジスタＴ６のベース端に連結さされる。従って、第６トランジスタＴ６が第
２制御部３２３ｂから出力されるＣＰＶ信号によって駆動されると出力端ＣＫＶには第２
電源電圧が出力される。
【００４１】
　図６に提示された第１ないし第６トランジスタＴ１～Ｔ６はバイポーラ接合電界トラン
ジスタ（Ｂｉｐｏｌａｒ　Ｊｕｎｃｔｉｏｎ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ；ＢＪＴ）であるこ
とが望ましい。
【００４２】
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　図７に示すように、第２電圧印加回路３３０はＥＣＳ信号のハイ区間に応答して前記第
２クロックＣＫＶＢに第１電源電圧を出力するための第１電源電圧供給部３３１とＥＣＳ
信号のロー区間に応答して前記第２クロックＣＫＶＢに第２電源電圧Ｖｏｆｆを出力する
ための第２電源電圧供給部３３３を含む。
【００４３】
　第１電源電圧供給部３３１はオン電圧発生部３３１ａとオン電圧発生部３３１ａの駆動
を制御する第１制御部３３１ｂで構成される。
　第１制御部３３１ｂは第１及び第２トランジスタＴ１、Ｔ２、第１及び第２抵抗Ｒ１、
Ｒ２で構成される。
【００４４】
　具体的に、第１トランジスタＴ１はエミッター端がＯＥ信号入力端子に連結されコレク
タ端が第２トランジスタＴ２に連結される。第１抵抗Ｒ１は第１トランジスタＴ１のベー
ス端とＥＣＳ信号入力端子との間に連結される。また、第２トランジスタＴ２はエミッタ
ー端が第１トランジスタＴ１に連結され、コレクタ端がオン電圧発生部３３１ａに連結さ
れ、第２抵抗Ｒ２は第２トランジスタＴ２のベース端とＣＰＶ信号入力端子との間に連結
される。
【００４５】
　従って、第１トランジスタＴ１はＥＣＳ信号とＯＥ信号との電圧差によって動作され、
第２トランジスタＴ２は第１トランジスタＴ１が駆動されることによって印加されるＯＥ
信号とＣＰＶ信号との電圧差によって駆動されることでオン電圧発生部３３１ａの動作を
制御する。
【００４６】
　一方、オン電圧発生部３３１ａは第３トランジスタＴ３、第３ないし第５抵抗Ｒ３～Ｒ
５からなる。具体的に、第３トランジスタＴ３はエミッター端が第１電源電圧によって連
結され、コレクタ端が出力端ＣＫＶＢに連結される。また、第３抵抗Ｒ３は第３トランジ
スタＴ３のエミッター端とベース端との間に連結され、第４及び第５抵抗Ｒ４、Ｒ５は第
３トランジスタＴ３のベース端と第２トランジスタＴ２のコレクタ端との間で直列連結さ
れる。
【００４７】
　従って、第３トランジスタＴ３は第２クロック信号ＣＫＶＢを端子に出力する。
　第２電源電圧供給部３３３はオフ電圧発生部３３３ａと、オフ電圧発生部３３３ａを制
御する第２制御部３３３ｂを有する。
【００４８】
　第２制御部３３３ｂは第４及び第５トランジスタＴ４、Ｔ５、第６ないし第１１抵抗Ｒ
６～Ｒ１１からなる。
　具体的に、第４トランジスタＴ４はエミッター端がＣＰＶ信号入力端子に連結されコレ
クタ端が第５トランジスタＴ５のエミッター端に連結される。また、第６抵抗Ｒ６の第４
トランジスタＴ４のエミッター端とベース端との間に連結され、第７及び第８抵抗Ｒ７、
Ｒ８は第４トランジスタＴ４のベース端とＯＥ信号入力端子との間で直列連結される。一
方、第５トランジスタＴ５はコレクタ端がオフ電圧発生部３３３ａに連結される。第９抵
抗Ｒ９は第５トランジスタＴ５のエミッター端とベース端との間に連結され、第１０及び
第１１抵抗Ｒ１０、Ｒ１１は第５トランジスタＴ５のベース端とＥＣＳ信号入力端子との
間で直列連結される。
【００４９】
　第４トランジスタＴ４は、ゲートクロック信号ＣＰＶとイネーブル信号ＯＥとの電圧差
に応答してゲートクロック信号ＣＰＶ信号を出力する。また、第５トランジスタＴ５は、
第４トランジスタＴ４から出力されたゲートクロック信号ＣＰＶと第２クロックイネーブ
ル信号ＥＣＳとの電圧差に応答してＣＰＶ信号を出力する。このとき、第５トランジスタ
Ｔ５から出力されたＣＰＶ信号はオフ電圧発生部３３３ａに提供される。
【００５０】
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　一方、オフ電圧発生部３３３ａは第６トランジスタＴ６、第１２ないし第１４抵抗Ｒ１
２～Ｒ１４からなる。
　具体的に、第６トランジスタＴ６はエミッター端が第２電源電圧に連結されコレクタ端
が出力端ＣＫＶＢに連結される。第１２抵抗Ｒ１２は第５トランジスタＴ５のエミッター
端と第１３及び第１４抵抗Ｒ１３、Ｒ１４の第１端に並列連結され、第１３抵抗Ｒ１３の
第２端は第６トランジスタＴ６のエミッター端に連結され第１４抵抗Ｒ１４の第２端は第
６トランジスタＴ６のベース端に連結される。従って、第６トランジスタＴ６が第２制御
部３３３ｂに出力されるＣＰＶ信号によってターンオンされると出力端ＣＫＶＢには第２
電源電圧が出力される。
【００５１】
　図７に提示された第１ないし第６トランジスタＴ１～Ｔ６はＢＪＴであることが望まし
い。
　図８は図２に示された充放電回路を示す回路図である。
【００５２】
　図８に示すように、充放電回路３４０は第１及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢを充電
/放電させる充電部３４１、充電部材３４１を駆動する充電駆動部３４２、充電駆動部３
４２を制御する充電制御部３４３を有する。
【００５３】
　充電制御部３４３は第１ないし第３トランジスタＴ１～Ｔ３、第１ないし第１０抵抗Ｒ
１～Ｒ１０からなる。
　具体的に、第１トランジスタＴ１はエミッター端がＣＰＶ信号入力端子に連結されコレ
クタ端は第４抵抗Ｒ４の第１端に連結される。第１抵抗Ｒ１は第１トランジスタＴ１のエ
ミッター端とベース端との間に連結され、第２及び第３抵抗Ｒ２、Ｒ３は第１トランジス
タＴ１のベース端とグランド電圧入力端子Ｖｏとの間で直列連結される。また、第４抵抗
Ｒ４は第２トランジスタＴ２のベース端に連結された第５抵抗Ｒ５と第２トランジスタＴ
２のエミッター端に連結された第６抵抗Ｒ６に並列連結される。
【００５４】
　第３トランジスタＴ３はエミッター端が第１電源電圧入力端子Ｖｏｎに連結され、コレ
クタ端が第１０抵抗Ｒ１０を経由して第２トランジスタＴ２のコレクタ端に連結される。
第７抵抗Ｒ７は第３トランジスタＴ３のエミッター端とベース端との間に連結され、第８
及び第９抵抗Ｒ８、Ｒ９は第３トランジスタＴ３のベース端とＣＰＶ信号入力端子との間
に直列連結される。
【００５５】
　充電駆動部３４２は第４及び第５トランジスタＴ４、Ｔ５、第１１ないし第１４抵抗Ｒ
１１～Ｒ１４からなる。
　具体的に、第４トランジスタＴ４はエミッター端が第２クロック端子ＣＫＶＢに連結さ
れコレクタ端が第１２抵抗Ｒ１２を経て第１クロック端子ＣＫＶに連結される。第１１抵
抗Ｒ１１は第４トランジスタＴ４のベース端と充放電制御信号ＣＨＣ入力端子との間に連
結される。また、第５トランジスタＴ５はエミッター端が第１２抵抗Ｒ１２に連結されコ
レクタ端が第１３抵抗Ｒ１３を経て第１クロック端子ＣＫＶに連結される。第１４抵抗Ｒ
１４は第５トランジスタＴ５のベース端と充放電制御信号ＣＨＣの入力端子との間に連結
される。
【００５６】
　充電部３４１は第１クロック端子ＣＫＶとグランド電圧入力端子Ｖｏとの間に連結され
た第１キャパシタＣ１と、第２クロック端子ＣＫＶＢとグランド電圧入力端子Ｖｏとの間
に連結された第２キャパシタＣ２と、で構成される。
【００５７】
　従って、充放電回路３４０は第１及び第２電圧印加回路３２０、３３０の第３及び第６
トランジスタＴ３、Ｔ６がターンオンされた状態でＣＰＶ信号がロー状態であるとき駆動
される。即ち、ＣＰＶ信号がロー信号であると第１トランジスタＴ１がターンオフされそ
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れによって第２トランジスタＴ２もターンオフされる。このとき、ＣＰＶ信号と第１電源
電圧によってターンオンされた第３トランジスタＴ３を通じて第１電源電圧は充電駆動部
３４２に印加される。
【００５８】
　従って、充電駆動部３４２の第５トランジスタＴ５は第１電源電圧とＣＨＣ信号によっ
てターンオンされ第２キャパシタＣ２を充電させる。このとき、充電電圧が第２クロック
端子ＣＫＶＢに出力される。一方、第１キャパシタＣ１は放電動作を遂行することによっ
て放電電圧を第１クロック端子ＣＫＶに出力する。
【００５９】
　一方、第６トランジスタＴ６はＣＨＣ信号によってターンオンされ第１ノードの電位が
上昇されながら第１キャパシタＣ１が充電される。従って、第１クロック端子ＣＫＶに充
電電圧を出力する。それと同時に第２キャパシタＣ２が放電され第２クロック端子ＣＫＶ
Ｂに放電電圧を出力する。
【００６０】
　このように、第１及び第２電圧印加回路３２０、３３０がターンオフされた状態でＣＰ
Ｖ信号がローに発生されると、第１及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢが互いに充放電を
共有しながら出力される。
【００６１】
　このとき、第１及び第２電圧印加回路３２０、３３０が動作していない期間に充放電回
路３４０を駆動するためには、充電駆動部３４２に第１電源電圧が提供される時間を、第
３トランジスタＴ３のコレクタに接続される第１０抵抗によって遅延させる必要がある。
 
【００６２】
　従って、図３に示された第５区間ｔ５を確保することができ、第１及び第２クロック電
源印加回路３２０、３３０と充放電回路３４０とが同時に駆動されることを防止すること
ができる。
【００６３】
　図９は図２に示されたクロック発生部から出力される第１及び第２クロックをシミュレ
ーションした波形図であり、図１０は図１及び図２クロックを出力するのに必要な電流を
シミュレーションした波形図である。但し、第１電源電圧は２０Ｖであり、第２電源電圧
は－１４Ｖである。
【００６４】
　図９及び図１０に示すように、第１クロックＣＫＶは第１区間ｔ１では第１電源電圧を
保持し、第２区間ｔ２では第１極性の傾きを有して出力される。一方、第２クロックＣＫ
ＶＢは第１区間ｔ１では第１電源電圧と位相の反転された第２電源電圧を保持し、第２区
間ｔ２では第１極性と位相の反対された第２極性の一定傾きを有して出力される。
【００６５】
　各クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢのｔ１＋ｔ２＝１Ｈで、ｔ２時間の間、位相が異なる第１
及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢを充放電（ｃｈａｒｇｅ　ｓｈａｒｉｎｇ）するよう
になる。そして、クロック発生部３００では従来の波形でより半分程度の電圧遷移をさせ
、クロック発生部３００での消費電力を半分以下に減少させることができる。
【００６６】
　消費電力Ｐは次の数式１のように表される。
【００６７】
【数１】

　電圧遷移が半分程度に減少されるとき、消費電力は数式１のように電圧遷移の二乗に比
例するので、クロック発生部３００での消費電力が１/４程度に減少される。即ち、第１
及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢを発生するためのクロック発生部３００の消費電力が



(12) JP 5232956 B2 2013.7.10

10

20

30

40

50

減少される。
【００６８】
　図１１は第１及び第２クロックによる各ステージの出力波形を示す波形図である。
　図１１に示すように、第２クロックの上昇エッジでｉ番目のステージからｉ番面のゲー
ト駆動信号が出力される。以後、ｉ＋１番目のステージから出力されたｉ＋１番目のゲー
ト駆動信号が第１電圧Ｖ１レベルに至ったときｉ番目のゲート駆動信号が放電され、第１
電圧Ｖ１の時間分だけｉ番目のゲート駆動信号のハイレベル保持時間が減少される。
【００６９】
　このように、ゲート駆動部１１０に第１及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢを印加する
とゲート駆動信号のパルス幅が調節されることで第１及び第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢ
は液晶表示装置４００の高速動作を可能にする。
【００７０】
　図１ないし図１１でのクロック発生部３００に提供され第１及び第２電圧印加回路３２
０、３３０と充放電回路３４０を制御するクロック発生制御信号がＣＰＶ信号とＯＥ信号
である場合本発明の実施形態として説明した。しかし、クロック発生制御信号はここに限
定されず多様な形態に具現されることができる。
【００７１】
　以後、図１２及び図１３ではクロック発生制御信号の他の形態を示す図面である。
　図１２及び図１３は本発明の他の形態によるクロック発生制御信号を示す波形図である
。
【００７２】
　図１２に示すように、クロック発生制御信号は１Ｈ周期を有する第１制御信号ＣＴ１と
１Ｈ周期を有し第１制御信号ＣＴ１と部分的に反転された位相を有する第２制御信号ＣＴ
２を含む。ここで、第１及び第２制御信号ＣＴ１、ＣＴ２は第１及び第２電圧印加回路３
２０，３３０と充放電回路３４０の駆動を制御する。
【００７３】
　具体的に、第１制御信号ＣＴ１がハイ状態であり第２制御信号ＣＴ２がロー状態のとき
定義される第３区間ｔ３では第１及び第２電圧印加回路３２０，３３０が駆動される。第
１制御信号ＣＴ１がロー状態であり第２制御信号ＣＴ２がハイ状態のとき定義される第４
区間ｔ４では充放電回路３４０が駆動される。また、第３及び第４区間ｔ３、ｔ４の間に
存在し、第１制御信号ＣＴ１と第２制御信号ＣＴ２が全部ロー状態のとき定義される第５
区間ｔ５では第１及び第２電圧印加回路３２０，３３０と充放電回路３４０が全部動作し
ない。従って、第１及び第２電圧印加回路３２０，３３０の動作と充放電回路３４０の動
作が同時に駆動される現象を防止することができる。
【００７４】
　一方、図１３に示されたようにクロック発生回路は１Ｈ周期を有する第３制御信号と、
１Ｈ周期を有し第３制御信号がロー状態のときハイ状態に発生される第４制御信号と、か
らなることができる。ここで、第３及び第４制御信号ＣＴ３、ＣＴ４は第１及び第２電圧
印加回路と３２０，３３０充放電回路３４０の駆動を制御する。
【００７５】
　具体的に、第３制御信号ＣＴ３がハイ状態であり第４制御信号ＣＴ４がロー状態のとき
、定義される第３区間ｔ３では第１及び第２電圧印加回路が動作する。また、第３制御信
号ＣＴ３がロー状態であり第４制御信号ＣＴ４がロー状態のとき定義される第４区間ｔ４
では充放電回路が動作する。第３区間ｔ３と第４区間ｔ４との間に存在され、第３制御信
号ＣＴ３がロー状態であり、第４制御信号ＣＴ４がハイ状態のとき定義される第５区間ｔ
５では第１及び第２電圧印加回路と充放電回路が全部動作しない。従って、第１及び第２
電圧印加回路の動作と充放電回路の動作が同時に駆動される現象を防止することができる
。
【００７６】
　図１４は本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す概略図であり、図１５は図１
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４に示された遅延防止部の概略図である。図１６は放電部の電流のシミュレーション結果
を示す波形図であり、図１７は図１４に示された液晶表示装置のゲート駆動信号のシミュ
レーション結果を示す波形図である。
【００７７】
　図１４に示すように、液晶表示装置５００はゲート駆動部１１０、電極駆動部１２０及
び放電部１５０が形成された液晶パネル１００を含む。
　液晶パネル１００には第１方向に延長された複数のゲートラインＧ１～Ｇｎと、第１方
向と直交する第２方向に延長された複数のデータラインＤ１～Ｄｍが形成される。前記ゲ
ートラインＧ１～ＧｎとデータラインＤ１～Ｄｍによって定義される領域には第１電極１
３１が前記ゲートラインＧ１～Ｇｎに連結され第２電極１３２が前記データラインＤ１～
Ｄｍに連結されるＴＦＴ１３０が形成される。ＴＦＴ１３０は第１電極１３１に提供され
るゲート駆動信号によって駆動され第２電極１３２に提供されるデータ信号を画素電極１
４０に出力するスイッチング素子である。
【００７８】
　ゲート駆動部１１０はゲートラインＧ１～Ｇｎの第１端部に連結され前記ゲートライン
Ｇ１～Ｇｎに順次にゲート駆動信号を印加する。また、データ駆動部１２０はデータライ
ンＤ１～Ｄｍに連結されゲート駆動信号が印加されることによってデータラインＤ１～Ｄ
ｍにデータ信号を印加する。
【００７９】
　一方、放電部１５０は第１端部と向き合うゲートラインＧ１～Ｇｎの第２端部それぞれ
に連結される。図１５に示されたように、放電部１５０は次のゲートラインＧｉ＋１に印
加される第１ゲート駆動信号によって駆動され現在ゲートラインＧｉに印加された第２ゲ
ート駆動信号を放電電圧、即ち、第２電源電圧Ｖｏｆｆに放電させる。ここで、ｉは１よ
りは大きくｎよりは小さい自然数である。
【００８０】
　放電部１５０は第１電極１５５ａが現在ゲートラインＧｉに連結され、第２電極１５５
ｂが第２電源電圧入力端子に連結され、第３電極１５５ｃが次のゲートラインＧｉ＋１に
連結された放電トランジスタ１５５からなる。
【００８１】
　即ち、第１ゲート駆動信号が放電トランジスタ１５５のしきい電圧以上に増加されると
放電トランジスタ１５５が駆動され第２ゲート駆動信号を第２電源電圧Voffに放電させる
。
【００８２】
　図１６及び図１７に示すように、第１ゲート駆動信号が放電トランジスタ１５５のしき
い電圧以上に上昇されると、放電トランジスタ１５５が駆動されながら第２ゲート駆動信
号を第２電源電圧Voffに放電させる。従って、放電トランジスタ１５５は第１ゲート駆動
信号がプルアップされる以前に第２ゲート駆動信号を十分に放電させ第２ゲート駆動信号
が遅延される現象を防止することができる。
【００８３】
　図１８は従来のゲート駆動信号をシミュレーションした波形図であり、図１９は図１４
に示された液晶パネルによるゲート駆動信号をシミュレーションした波形図である。図１
８及び図１９では一つのゲートラインに連結された一番目のスイッチング素子に印加され
る一番目の駆動信号Ｖｆｉｒｓｔ、中間部分のスイッチング素子に印加される中間ゲート
駆動信号Ｖｃｅｎｔｅｒ、最後のスイッチング素子に印加される最後のゲート駆動信号Ｖ
ｅｎｄを示す。
【００８４】
　図１８に示すように、第１、第２及び第３ゲート駆動信号Vfirst、Vcenter、Vendは、
‘１４０μｓ’付近で完全に放電される。また、各ゲート駆動信号が第２電源電圧Voffに
到達する時間もそれぞれ異なることで示された。
【００８５】
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　一方、図１９に示すように、第１、第２及び第３ゲート駆動信号Vfirst、Vcenter、Ven
dそれぞれ印加されるゲート駆動信号は‘１３６μｓ’近傍で完全に放電される。即ち、
図１８に示す従来の第１、第２及び第３ゲート駆動信号Vfirst、Vcenter、Vendと比較す
ると、本願発明の第１、第２及び第３ゲート駆動信号Vfirst、Vcenter、Vendは、従来よ
り‘４μｓ’程度ゲート駆動信号の遅延を短縮させることができる。また、ゲート駆動信
号が第２電源電圧に到達する時間もそれぞれ一致することでゲート駆動信号の全体的な遅
延特性を改善することができる。
【００８６】
　図２０及び図２１は本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す概略図である。
　図２０に示すように、液晶表示装置６００は第１ゲート駆動部１６０、第２ゲート駆動
部１７０、データ駆動部１２０、第１放電部１８０及び第２放電部１９０を含む。
【００８７】
　具体的に、液晶パネル１００には第１方向に延長された複数のゲートラインＧ１～Ｇｎ
と、第１方向と直交する第２方向に延長された複数のデータラインＤ１～Ｄｍが形成され
る。ゲートラインＧ１～ＧｎとデータラインＤ１～Ｄｍに定義される領域には第１電極が
ゲートラインＧ１～Ｇｎに連結され第２電極がデータラインＤ１～Ｄｍに連結されるＴＦ
Ｔ１３０が形成される。ＴＦＴ１３０は第１電極から提供されるゲート駆動信号によって
駆動され第２電極を通じて提供されるデータ信号を画素電極１４０に印加するスイッチン
グ素子である。
【００８８】
　また、液晶パネル１００上にはゲートラインＧ１～Ｇｎの第１端部に連結されゲートラ
インＧ１～Ｇｎに順次にゲート駆動信号を印加するための第１ゲート駆動部１６０、デー
タラインＤ１～Ｄｍの一端部に連結されゲート駆動信号が印加されると同時にデータライ
ンＤ１～Ｄｍにデータ信号を出力するデータ駆動部１２０が具備される。
【００８９】
　一方、液晶パネル１００には第１ゲート駆動部１６０の誤動作の際駆動され、ゲートラ
インＧ１～Ｇｎの第２端部に連結されゲートラインＧ１～Ｇｎに順次にゲート駆動信号を
印加するための第２ゲート駆動部１７０がさらに具備される。従って、第１ゲート駆動部
１６０が誤動作する場合第２ゲート駆動部１７０が動作されることで液晶パネル１００を
正常的に駆動することができる。
【００９０】
　第１及び第２ゲート駆動部１６０、１７０それぞれは、従属的に連結された複数のステ
ージからなる一つのシフトレジスタから構成され、互いに同一の構成を有する。
　図２０に示されたように、第１ゲート駆動部１６０は外部から提供される信号の入力を
受ける５個の外部入力端子を具備する。具体的に、外部入力端子はＳＴＶ信号入力端子、
第１クロック入力端子ＣＫＶ、第２クロック入力端子ＣＫＶＢ、第１電源電圧入力端子、
及び第２電源電圧入力端子Ｖｏｆｆを含む。
【００９１】
　また、前記第２ゲート駆動部１７０は５個の外部入力端子を具備する。このとき、第１
ゲート駆動部１６０が正常的に駆動される場合には前記外部入力端子を通じてＳＴＶ信号
、第１電源電圧、及び第２電源電圧のみの提供を受ける。即ち、第１クロック入力端子Ｃ
ＫＶには第１電源電圧Ｖｏｎが印加され、第２クロック入力端子にも第１電源電圧が印加
される。また、第１電源電圧入力端子には第２電源電圧が印加される。従って、第１ゲー
ト駆動部１６０が正常的に駆動される場合第２ゲート駆動部１７０はバイアス状態を保持
する。
【００９２】
　しかし、第１ゲート駆動部１６０が誤動作を起こすと第１クロック入力端子ＣＫＶには
第１クロックＣＫＶが提供され、第２クロック入力端子ＣＫＶＢには第２クロックＣＫＶ
が提供され、第１電源電圧入力端子には第１電源電圧が提供されることによって正常的な
ゲート駆動信号を出力する。
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【００９３】
　一方、第１ゲート駆動部１６０の動作の際、ゲート駆動信号の遅延を防止するためにゲ
ートラインＧ１～Ｇｎの第２端部には第１放電部１８０が連結され、第２ゲート駆動部１
７０の動作の際、ゲート駆動信号の遅延を防止するためにゲートラインＧ１～Ｇｎの第１
端部には第２放電部１９０が連結される。
【００９４】
　具体的に、第１放電部１８０は第１電極が現在ゲートラインの第１端部に連結され、第
２電極が第２電源電圧入力端子Ｖｏｆｆに連結され、第３電極が次のゲートラインの第１
端部に連結された第１放電トランジスタからなる。従って、第１放電トランジスタは第１
ゲート駆動部１６０から出力され次のゲートラインに印加される第１ゲート駆動信号によ
って駆動され現在のゲートラインに印加された第２ゲート駆動信号を第２電源電圧Ｖｏｆ
ｆに放電させる。
【００９５】
　一方、第２放電部１９０は第１電極が現在ゲートラインの第２端部に連結され第２電極
が第２電源電圧入力端子Ｖｏｆに連結され第３電極が次のゲートラインの第２端部に連結
された第２放電トランジスタからなる。従って、第２放電トランジスタは第２ゲート駆動
部１７０から出力され次のゲートラインに印加される第１ゲート駆動信号によって駆動さ
れ現在のゲートラインに印加された第２ゲート駆動信号を第２電源電圧Ｖｏｆｆに放電さ
せる。
【００９６】
　図２０ではゲートラインＧ１～Ｇｎの第１端部に第１ゲート駆動部１６０が配置され、
第２端部に第２ゲート駆動部１７０が配置された構造を提示した。しかし、第１及び第２
ゲート駆動部１６０、１７０は互いに反対に配置されることができる。このような構造は
図２０に示される。
【００９７】
　図２１に示された液晶表示装置７００でゲートラインＧ１～Ｇｎの第１端部には第１ゲ
ート駆動部１６０が配置され、第２端部には第１ゲート駆動部１６０が誤動作を起こす場
合動作される第２ゲート駆動部１７０が配置される。
【００９８】
　図２２は図２０に示された第１ゲート駆動部の内部構成を示す回路図であり、図２３は
図２２に示された第１ゲート駆動部の出力をシミュレーションした波形図である。但し、
第１ゲート駆動部１６０は各ステージが従属的に連結された一つのシフトレジスタからな
り、各ステージは同一の構成を有する。
【００９９】
　図２２に示すように、シフトレジスタの各ステージ１６１はプルアップ部１６１ａ、プ
ルダウン部１６１ｂ、プルアップ駆動部１６１ｃ及びプルダウン駆動部１６１ｄを含む。
　プルアップ部１６１ａはクロック入力端子ＣＫＶにドレインが連結され、第１ノードＮ
１にゲートが連結され、現在端出力端子Ｇｏｕｔｉにソースが連結された第１ＮＭＯＳト
ランジスタＮＴ１から構成される。
【０１００】
　プルダウン部１６１ｂは出力端子ＯＵＴにドレインが連結され、第２ノードＮ２にゲー
トが連結され、ソースが第２電源電圧Ｖｏｆｆに連結された第２ＮＭＯＳトランジスタＮ
Ｔ２から構成される。
【０１０１】
　プルアップ駆動部１６１ｃはキャパシタＣ１、第３ないし第５ＮＭＯＳトランジスタＮ
Ｔ３～ＮＴ５から構成される。キャパシタＣ１は第１ノードＮ１と出力端子との間に連結
される。第３トランジスタＮＴ３は第１電源電圧Ｖｏｎにドレインが連結され、端子（Ｇ
ｏｕｔｉ－１）にゲートが連結され、第１ノードＮ１にソースが連結される。第４ＮＭＯ
ＳトランジスタＮＴ４は第１ノードＮ１にドレインが連結され、次の端出力端子（Ｇｏｕ
ｔｉ＋１）にゲートが連結され、ソースが第２電源電圧Ｖｏｆｆに連結される。第５ＮＭ



(16) JP 5232956 B2 2013.7.10

10

20

30

40

50

ＯＳトランジスタＮＴ５は第１ノードＮ１にドレインが連結され、第２ノードＮ２にゲー
トが連結され、ソースが第２電源電圧に連結される。
【０１０２】
　プルダウン駆動部１６１ｄは第６及び第７ＮＭＯＳトランジスタＮＴ６、ＮＴ７から構
成される。第６ＮＭＯＳトランジスタＮＴ６は第１電源電圧Ｖｏｎにドレインとゲートが
共通に結合され、第２ノードＮ２にソースが連結される。第７ＮＭＯＳトランジスタＮＴ
７は第２ノードＮ２にドレインが連結され、第１ノードＮ１にゲートが連結され、ソース
が第２電源電圧Ｖｏｆｆに結合される。このとき、第６ＮＭＯＳトランジスタＮＴ６のサ
イズは第７ＮＭＯＳトランジスタＮＴ７のサイズより約１６倍程度大きく形成される。
【０１０３】
　第１クロック、第２クロックＣＫＶ、ＣＫＶＢ及びＳＴＶ信号がシフトレジストに供給
されると、各ステージから順次にゲート駆動信号が出力される。具体的に、各ステージで
は以前ステージの出力信号に応答して第１クロックＣＫＶのハイレベル区間を出力端子に
ゲート駆動信号（Ｇｏｕｔｉ）に発生する。
【０１０４】
　現在端出力端子（Ｇｏｕｔｉ）に第１クロックのハイレベル区間が表れ出すと、この出
力電圧がキャパシタＣ１にブートストラップ（ＢＯＯＴＳＴＲＡＰ）されプルアップトラ
ンジスタＮＴ１１のゲート電圧がターンオン電圧ＶＤＤ以上に上昇するようになる。従っ
て、第１ＮＭＯＳトランジスタＮＴ１が完全な導通状態を保持するようになる。このとき
、第３ＮＭＯＳトランジスタＮＴ３のサイズは完全道通状態を保持するようになる。この
とき、第３ＮＭＯＳトランジスタＮＴ３のサイズは第５ＮＭＯＳトランジスタＮＴ５のサ
イズより約２倍程度大きいのでＳＴＶ信号によって第５ＮＭＯＳトランジスタがターンオ
ンされても第１ＮＭＯＳトランジスタＮＴ１をターンオン状態に遷移させる。
【０１０５】
　一方、プルダウン駆動部１６１ｄは入力信号によって第７ＮＭＯＳトランジスタＮＴ７
がターンオフされ第２ノードＮ２が第１電源電圧Ｖｏｎに上昇され第２ＮＭＯＳトランジ
スタＮＴ２をターンオンさせる。従って、出力端子Ｇｏｕｔｉの出力信号の電圧が第２電
源電圧状態である。このとき、以前ステージの出力端子Ｇｏｕｔ（ｉ－１）によって第７
ＮＭＯＳトランジスタＮＴ７がターンオンされるので第２ノードＮ２の電位が第２電源電
圧Ｖｏｆｆにダウンされる。
【０１０６】
　以後、第６ＮＭＯＳトランジスタＮＴ６はターンオンされても、第７ＮＭＯＳトランジ
スタＮＴ７のサイズが第６ＮＭＯＳトランジスタＮＴ６のサイズより約１６倍程度大きい
ので第２ノードＮ２は第２電源電圧状態に保持される。従って、第２ＮＭＯＳトランジス
タＮＴ２はターンオン状態からターンオフ状態に遷移される。
【０１０７】
　現在端出力端子Ｇｏｕｔｉの電圧が第２電源電圧Ｖｏｆｆ状態に遷移されると、第７Ｎ
ＭＯＳトランジスタＮＴ７がターンオフされるので、第６ＮＭＯＳトランジスタＮＴ６を
通じて第２ノードＮ２に第１電源電圧Ｖｏｎのみ供給される状態であるので第２ノードＮ
２の電位は第２電源電圧Ｖｏｆｆで第１電源電圧に上昇され始める。第２ノードＮ２の電
位が上昇され始めると、第５ＮＭＯＳトランジスタＮＴ５がターンオンされ始め、これに
よりキャパシタの充電電圧は第５ＮＭＯＳトランジスタＮＴ５を通じて放電され始める。
従って、第１ＮＭＯＳトランジスタＮＴ１もターンオフされ始める。
【０１０８】
　続いて、次端出力信号（Ｇｏｕｔ＋１）がターンオン電圧に上昇されることによって、
第４ＮＭＯＳトランジスタＮＴ４がターンオンされる。このとき、第４ＮＭＯＳトランジ
スタＮＴ４のサイズは第５ＮＭＯＳトランジスタＮＴ５より約２倍程度大きいので第１ノ
ードＮ１の電位は第５ＮＭＯＳトランジスタＮＴ５のみターンオンされたときよりさらに
速く第２電源電圧にダウンされる。従って、第１ＮＭＯＳトランジスタＮＴ１はターンオ
フされ、第２ＮＭＯＳトランジスタＮＴ２はターンオンされ、現在端出力端子Ｇｏｕｔｉ
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は第１電源電圧Vonから第２電源電圧Voffにダウンされる。
【０１０９】
　次端の出力信号Ｇｏｕｔｉ＋１がローレベルに下降され第４ＮＭＯＳトランジスタＮＴ
４がターンオフされても第２ノードＮ２は第６ＮＭＯＳトランジスタＮＴ６を通じて第１
電源電圧Ｖｏｎにバイアス状態を保持する。また、第１ノードＮ１はターンオン状態を保
持する第５ＮＭＯＳトランジスタＮＴ５を通じて第２電源電圧Ｖｏｆｆを保持する。従っ
て、第２ノードＮ２の電位が第１電源電圧Ｖｏｎに保持されるので第２ＮＭＯＳトランジ
スタＮＴ２がターンオフされる誤動作の懸念のない動作が行われる。
【０１１０】
　図２４は図２０に示された第２ゲート駆動部の第１電源電圧入力端子に第１電源電圧を
印加する場合第１ゲート駆動部の出力をシミュレーションした波形図である。図２５は図
２０に示された第２ゲート駆動部の第１及び第２クロック入力端子に第２電源電圧を印加
する場合、第１ゲート駆動部の出力をシミュレーションした波形図である。
【０１１１】
　図２４に示すように第２ゲート駆動部１７０の外部入力端子のうち第１電源電圧圧力端
子Ｖｏｎに第１電源電圧ｖｏｎをそのまま提供した場合第１ゲート駆動部１６０から出力
される各ステージの出力波形が不良になる。従って、液晶表示装置の表示特性が低下され
る。
【０１１２】
　一方、図２５に示されたように第２ゲート駆動部１７０の外部入力端子のうち第１及び
第２クロック入力端子ＣＫＶ、ＣＫＶＢに第２電源電圧Voffを提供する場合、第１ゲート
駆動部１６０から出力される各ステージの出力波形の電圧レベルがダウンされる。このよ
うな電圧降下は第１ゲート駆動部１６０を駆動させるための消費電力を増加させる。
【０１１３】
　従って、第１ゲート駆動部１６０が正常駆動の際、第２ゲート駆動部１７０の第１及び
第２クロック入力端子ＣＫＶ、ＣＫＶＢに第１電源電圧を印加し、第１電源電圧入力端子
Ｖｏｎに第２電源電圧を印加することが望ましい。
【０１１４】
　前述した液晶表示装置によると、クロック発生部はゲート駆動信号を決定する第１区間
と互いに充放電する第２区間を有する第１及び第２クロックを発生してゲート駆動部に印
加することによってゲート駆動信号のパルス幅を調節する。従って、ゲートラインが高速
に動作され与えられた時間、即ち、一つのフレームの間該当ゲートラインを全部駆動する
ことができ高解像度を有する液晶表示装置を具現することができる。
【０１１５】
　また、ゲートラインの一端に放電トランジスタを形成して次のゲートラインが動作され
る以前に現在ゲートラインを放電させる。従って、ゲート駆動信号の遅延を防止すること
ができる。
【０１１６】
　また、ゲートラインの一端には第１ゲート駆動部が配置されゲートラインの他端には第
１ゲート駆動部が誤動作を起こすとき動作されゲートラインを駆動する第２ゲート駆動部
が配置される。従って、第１ゲート駆動部がまともに動作されなくても第２ゲート駆動部
によって液晶表示装置が正常的に駆動されることができる。
【０１１７】
　以上、本発明の実施形態によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発
明が属する技術分野において通常の知識を有する者であれば、本発明の思想と精神を離れ
ることなく、本発明を修正または変更できる。
【図面の簡単な説明】
【０１１８】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】図１に示されたクロック発生部のブロック図である。
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【図３】図２に示された入力信号のタイミング図である。
【図４】図２に示されたＤ－フリップ・フロップの回路図である。
【図５】図４に示されたＤ－フリップ・フロップのタイミング図である。
【図６】図２に示された第１電圧印加回路の回路図である。
【図７】図２に示された第２電圧印加回路の回路図である。
【図８】図２に示された充放電回路を示す回路図である。
【図９】図２に示されたクロック発生部から出力される第１及び第２クロックをシミュレ
ーションした波形図である。
【図１０】図２に示されたクロック発生部から第１及び第２クロックを出力するのに必要
とされる電流をシミュレーションした波形図である。
【図１１】第１及び第２クロックによる各ステージの出力波形を示す波形図である。
【図１２】本発明の他の形態によるクロック発生制御信号を示す波形図である。
【図１３】本発明の他の形態によるクロック発生制御信号を示す波形図である。
【図１４】本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す概略図である。
【図１５】図１４に示された放電部の概略図である。
【図１６】放電部の電流のシミュレーション結果を示す波形図である。
【図１７】図１４に示された液晶表示装置のゲート駆動信号のシミュレーション結果を示
す波形図である。
【図１８】従来のゲート駆動信号をシミュレーションした波形図である。
【図１９】図１４に示された液晶パネルによるゲート駆動信号をシミュレーションした波
形図である。
【図２０】本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す概略図である。
【図２１】本発明の他の実施形態による液晶表示装置を示す概略図である。
【図２２】図２０に示された第１ゲート駆動部の内部構成を示す回路図である。
【図２３】図２２に示された第１ゲート駆動部の出力をシミュレーションした波形図であ
る。
【図２４】図２０に示された第２ゲート駆動部の第１電源電圧入力端子に第１電源電圧を
印加した場合、第１ゲート駆動部の出力をシミュレーションした波形図である。
【図２５】図２０に示された第２ゲート駆動部の第１及び第２クロック入力端子に第２電
源電圧を印加した場合第１ゲート駆動部の出力をシミュレーションした波形図である。
【符号の説明】
【０１１９】
１００　　　液晶パネル
１１０　　　ゲート駆動部
１２０　　　データ駆動部
１６０　　　第１ゲート駆動部
１７０　　　第２ゲート駆動部
１８０　　　第１放電部
１９０　　　第２放電部
２００　　　タイミング制御部
３００　　　クロック発生部
３１０　　　Ｄ－フリップ・フロップ
３２０　　　第１電圧印加回路
３３０　　　第２電圧印加回路
３４０　　　充放電回路
４００　　　液晶表示装置
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